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■
安
曇
野
の
地
下
水
は
市
民
共
通
の
財
産 

保
全
に
向
け
指
針
を
報
告

■
豊
科
地
域
の
児
童
館
２
館
の
統
合
を
検
討
会
が
報
告

安
曇
野
の
地
下
水
の
保
全
と
適
正

利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
市
地
下
水

保
全
対
策
研
究
委
員
会
（
会
長 

藤

縄
克
之
信
州
大
学
教
授
）
は
8
月
24

日
、
安
曇
野
市
地
下
水
資
源
強
化
・

活
用
指
針
を
ま
と
め
、
宮
澤
市
長
へ

報
告
し
ま
し
た
。

指
針
で
は
、
基
本
理
念
に
地
下
水

は
「
市
民
共
通
の
財
産
」
と
位
置
付

市
豊
科
地
域
児
童
館
建
設
検
討
会

（
三
原
壽と
し
お雄 

会
長
）
は
、
豊
科
地
域

の
児
童
館
の
建
設
検
討
報
告
書
を
ま

と
め
8
月
22
日
、
宮
澤
市
長
へ
報
告

し
ま
し
た
。

豊
科
地
域
南
部
の
子
ど
も
た
ち
が

主
に
利
用
す
る
豊
科
中
央
・
高
家
の

2
つ
の
児
童
館
は
、
昭
和
53
年
に
そ

け
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
一
体
で

の
取
り
組
み
を
示
し
、
保
全
に
休
耕

田
な
ど
農
地
を
利
用
す
る
事
や
、
取

水
の
届
出
制
、
保
全
の
経
費
を
地
下

水
利
用
者
に
負
担
を
求
め
る
独
自
の

方
法
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

藤
縄
会
長
は
「
全
国
に
誇
れ
る

独
創
的
で
立
派
な
指
針
が
で
き
ま
し

た
。
全
国
の
先
進
例
に
な
れ
ば
う
れ

れ
ぞ
れ
建
設
さ
れ
、
施
設
の
老
朽
化

や
、
利
便
性
な
ど
の
面
か
ら
今
後
の

施
設
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
同

検
討
会
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、
児
童
館
内
に
あ
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
分
け
、
児
童

館
と
児
童
ク
ラ
ブ
室
を
別
々
に
整
備

す
る
こ
と
。
児
童
館
を
現
在
の
豊
科

し
い
」
と
指
針
完
成
の
手
ご
た
え
を

話
し
ま
し
た
。
宮
澤
市
長
は
「
大
切

な
地
下
水
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
こ
の
指
針
を
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
指
針
を
基
に
平
成
24

年
度
中
に
関
連
条
例
の
制
定
を
目
指

し
ま
す
。

中
央
児
童
館
の
付
近
に
建
設
し
、
児

童
ク
ラ
ブ
室
は
子
ど
も
た
ち
が
利
用

し
や
す
い
豊
科
南
小
学
校
付
近
に
建

設
す
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。宮

澤
市
長
は
、「
検
討
結
果
を
尊

重
し
な
が
ら
、
地
域
の
子
育
て
を
第

一
に
検
討
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

宮澤市長へ指針の内容を説明する藤縄会長

三原会長から宮澤市長へ報告書が手渡された

■
地
震
被
害
を
想
定 

上
水
道
事
業
関
係
者
が
災
害
時
の
対
応
を
訓
練

■
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
・
㈱
マ
イ
パ
ー
ル
長
野
と
市
が
「
森も

り林
の
里
親
契
約
」
を
締
結

市
で
は
、
地
震
災
害
を
想
定
し
た

上
水
道
災
害
時
対
応
訓
練
を
豊
科
高

家
配
水
場
で
8
月
10
日
、
行
い
ま
し

た
。訓

練
に
は
、
市
上
下
水
道
部
、
管

工
事
事
業
協
同
組
合
な
ど
関
係
機
関

か
ら
60
人
が
参
加
。
市
内
が
震
度
6

強
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
上
水
道
配

水
管
の
一
部
を
破
損
す
る
被
害
を
想

定
し
た
情
報
伝
達
訓
練
に
始
ま
り
、

市
と
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

長
野
県
本
部
（
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
）
お

よ
び
㈱
マ
イ
パ
ー
ル
長
野
は
、
堀
金

烏
川
の
森
林
約
54
㌶
を
対
象
に
し
た

「
森も

り林
の
里
親
契
約
」
を
締
結
し
、

9
月
10
日
、
調
印
式
を
市
内
で
行
い

ま
し
た
。

こ
の
契
約
は
、
県
が
仲
介
し
、
企

業
な
ど
が
市
有
林
な
ど
森
林
の
「
里

親
」
と
な
り
、
間
伐
や
枝
打
ち
な
ど

続
く
停
電
対
応
で
は
、
非
常
用
自
家

発
電
機
を
始
動
し
、
取
水
・
送
水
ポ

ン
プ
の
操
作
方
法
を
訓
練
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
緊
急
遮
断
弁
の
手

動
操
作
の
訓
練
や
給
水
車
・
給
水
タ

ン
ク
搭
載
車
へ
の
水
搭
載
訓
練
、
断

水
地
域
へ
の
給
水
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

講
評
で
中
野
純
上
下
水
道
部
長

は
、「
災
害
が
起
き
る
と
気
が
動
転

の
森
林
整
備
の
ほ
か
、
資
金
面
で
の

支
援
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。
市
内

で
は
3
件
目
の
契
約
と
な
り
ま
す
。

里
親
の
2
社
は
、
市
内
で
収
穫
さ

れ
た
長
野
米
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、

森
林
保
全
に
よ
り
稲
作
に
必
要
な
水

を
確
保
し
、
良
質
な
長
野
米
を
育は
ぐ
くも

う
と
市
と
契
約
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
里
親
の
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
の

埋う
ず
は
し橋
茂
人
本
部
長
、
㈱
マ
イ
パ
ー
ル

し
が
ち
で
す
が
、
訓
練
を
生
か
し
落

ち
着
い
て
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
参

加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

市
で
は
今
回
の
訓
練
結
果
を
も
と

に
、災
害
時
に
お
け
る
一
層
の
対
応
・

復
旧
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

長
野
の
大
澤
一
夫
社
長
、
仲
介
役
の

県
林
務
部
の
塩
入
茂
部
長
が
出
席
。

大
澤
社
長
は
「
森
と
水
を
守
り
、
安

心
・
安
全
な
安
曇
野
産
長
野
米
を
全

国
に
届
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

契
約
期
間
は
3
年
。
Ｊ
Ａ
全
農
長

野
は
年
間
50
万
円
、㈱
マ
イ
パ
ー
ル
長

野
は
市
内
で
収
穫
さ
れ
た「
長
野
米
」

の
売
り
上
げ
の
一
部
な
ど
18
万
円
を

森
林
整
備
費
と
し
て
支
援
し
ま
す
。

模擬配管による破管箇所の修理訓練の様子

里親の２社と契約調印を行う宮澤市長（写真左）


